
様式第二号の人 (第人条の四の五関係 )

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画書

令和7年 5月 26日

大分県知事 殿

提出者

住 所 福岡県福岡市中央区薬院 1-14-5

氏 名 西松建設株式会社九州支社

執行役員支社長 高橋 一太

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名 )

電話番号 092-771-4124(担 当 :浦吉)

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

-7,島 27

事 業 場 の 名 称 西松建設株式会社 九州支社

事 業 場 の 所 在 地 福岡県福岡市中央区薬院 1-14-5

計  画  期  間 令和7年4月 1日 ～令和8年3月 31日

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

①事 業 の 種 類 総合建設業

②事 業 の 規 模 3,362億 円 (全社)

③従 業 員 数 2,762人 (全社 )

丹ll 1 の お り

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

(日 本産業規格 A列 4番 )





(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和6年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙集計表のとおり

排  出  量 t t

①現状 (これまでに実施した取組 )
。手戻りをなくし、廃棄物増加の防止を図つた。
・簡易梱包を奨励 し、過乗J梱包を極力減らした。

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙集計表のとおり

排  出  量 t t

②計画 (今後実施する予定の取組 )

・手戻りをなくし、廃棄物増加の防止する。
・過簡易木困包を奨励 し、剰梱包を極力減らす。
・鉄筋、型枠類のプレカット化をより促進する。

産業廃棄物の分別に関する事項

(分別 している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組 )

・特定建設資材廃棄物以外の品目も極力分別 し、混合廃棄物量の削減を

図つた。

①現状

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組 )

。特定建設資材廃棄物以外の品目も極力分別し、混合廃棄物量を大幅に

削減する。

②計画



(第 3面 )

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (令和6年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

t t

①現状 (これまでに実施 した取組 )

該当なし

【目標】

産業廃棄物の種類

ら再生利用を行 う ―― t
産 業 廃 棄 物 の 量

t

②計画 (今後実施する予定の取組 )
・可能であれば建設汚泥・コンクリー トがらの自ら利用を実施する。

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (令和6年度)実績〕

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行つた
産 業 廃 棄 物 の 量

t t

①現状

自ら中間処理により減量した
産 業 廃 棄 物 の 量

t t

(これまでに実施した取組 )

該当なし

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行 う
産業廃棄物の量

―― t ―― t

自ら中間処理により減量する
産 業 廃 棄 物 の 量

―― t ―― t

(今後実施する予定の取組 )

該業なし

②計画



(第4面 )

自ら行 う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (令和6年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた

産 業 廃 棄 物 の 量
t t

①現状
(これまでに実施した取組)

該当なし

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

t t

②計画 (今後実施する予定の取組)

該章なし

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和6年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙集計表のとおり

全 処 理 委 託 量 t t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
t t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
t t

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t t

①現状
認定熱回収業者以外の

熱回収を行 う業者への

処 理 委 託 量
t t

(これまでに実施した取組)
。委託する処理施設の適正処理状況を確認 した。



(第 5面 )

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙集計表のとおり

全 処 理 委 託 量 t t

t t

t t

t t

t t

(今後実施する予定の取組 )

・委託する処理施設の適正処理状況を確認する。

※事務処理欄



湮
郵

い
濤
脳
Ｈ
諦
口

(第 1面月1紐,産業廃糞物の一連の処理の工程

舞主源 廃棄物 処理 ユ処分

轟

再生砕石

t

i

燃料手ップ

=軍宝霊==廃慕笏処理分流れ

―Ⅲ…,一‐委託処理郭骨(″,施国

理立

〔曽理型〕

L ■ぶ

混合廃棄物は選別後、再生利用できる品日は

すべて再生利用施設へ搬出している。

金属くず
玲去,

建設工事
二学物の新案、改業また,i

壇主

(安定型,
残き幸

再生辞石破幹がれを類
連設工事

件物の新集、改築また|ま謙去う

(安定聖,
選瓢

(ず及1建搬工事
(■作物の新業、

‐
改禁またよユ鋒去,

(安定型)

廃プラスチッ
'類

建設工暮
〔工作物の斬葉、数挺よたIま除去)

改良上匿l化建設汚尾(無機汚濯)
建設I事

(■作晦の誓築、改葉また1ま辞去】

腫 歳桂茸

製紙原器紙くず述設工学
:工作物の新祭、改策または韓去,

強構本くず建設五事
;工作物の新乗、改員またli峠芸:

壇主

(安定型)
選31混合鹿棄物〔安定型)建設工乎

(工♯初の耳領集、致業またま巌去)

t

石番原器破辞廃石籍ボード建設工事
(工作約0類築、政葉または綜去)

選剥追合廃秦物(管理型〉甦歌工事
〔工作Haのコi築、敢簿 たI熱去)
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備考

1

2

3

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。

当該年度の6月 30日 までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績 )、建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績 )、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行つた場合における熱回収を行つた産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによつて減量した量について 前ヽ年度の実績、目標及び取組を記入すること。

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第6条の11第2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)であ

る処理業者への焼去,処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼去,処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。

※欄は記入しないこと。
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